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192 -Abstract — 
A Study of Cooperation between High School and Police 
-A case of Practice on JUMP team in the Prefecture of Aomori-
HAYASHI Yukiyoshi 
<Purpose> 
When it surveys the cooperation situation of a school and the police, it is indicated to be going to 
promote cooperation in the daily relation for al students such as a prevention of drug abuse classes 
and a prevention of delinquency classes. and so on. This report indicates significance and the problem 
by promoting this daily cooperation through JUMP team in the Prefecture of Aomori. 
Student thought about the issue of delinquency to breed norm-<:onsciousness, and the police thought 
that it was effective to spread the consciousness in the whole school. In 1999, the police appealed to 
form JUMP team in a junior high school. the high school. In 2011. litle JUMP team was formed in the 
elementary school. All students of Aomori taking the 21st century make progress more, then JUMP 
team takes a wish to want them to do "a jump". And the English initial of "prevention of juvenile 
delinquency" CT uvenile delinquency, Misconduct, Prevention), and was named. The activity contents 
work on greetings, prevention of bicycle theft enlightenment activity, environment beautification 
activity, information exchange activity, prevention of delinquency public information enlightenment 
activity. 
<Method and result> 
I carried out questionnaire, hearing investigation targeted for a high school student and teacher 
from July through October in 2016. 
The main results were as follows: As the present conditions about the JUMP team, the student 
of 70% understood knowing the existence of JUMP team particularly that the recognition of the 
girl was high. About an activity effect, the student who continued to a high school student since a 
primary school. and was active. it was shown self-contentment basing on self-acceptance. And itwas 
also showed that consciousness was high about traffic manner violation. 
<Suggestion> 
I suggested two points for the activation of JUMP team. The first is clarification of the activity 
purpose. Various activity is developed, but it is necessary to make a purpose of the activity clear some 
other time. The recognition of JUMP team is coming to staying, therefore it is demanded to reconsider 
the purpose. I thought that the stage to plan qualitative deepening from quantitative expansion. The 
second is reconsideration of the ways of the activity. It is good to develop the activity that the police 
cooperated with a high school. but is a problem when the relationship of both becomes "dependence". 
High school student would be able to carry out a more effective activity while respecting their own 
will by reconstituting the know-how of the police. 
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〈公募論文〉
高等学校と警察の連携に関する基礎的研究
―青森県のJUMPチームの実践事例に基づく考察—
林 幸克
I. はじめに
2015年2月に神奈川県川崎市において中学1年生男子生徒が殺害された事件を契機に．文部科学省
は．未然防止の観点から学校と警察の連携状況を把握し．改善策を検討するために「学校と警察の連
携に係る緊急調査」 (2015) を実施した。
表 1 協議会への加入状況及び学校警察連絡制度の活用状況等（単位：％）--加入済み 青森県 未加入理由小学校 96.9 90.3 • そのような協議会があることを承知していない (19.2)
中学校 97.1 90.8 • 加人したいが．どこと連絡を取ればよいか分からない (8.9)
協議会 森等学校 94.6 100.0 
・非行防止対策として警察と連携を図らなければならないよ
うな状況にない (49.3)
特別支援学校 87.8 0.0 ・個人の情報を外部機関と共有することに抵抗がある (4.1)
合計 96.4 88.5 • その他 (5.5)--活用している 青森県 活用していない理由• そのような制度があることを承知していない (17.1)
• 制度を活用したいが， どこと連絡を取ればよいか分からな
し、 (6.1)
学校警察連絡制度 87.1 100.0 ・非行防止対策として警察と連携を図らなければならないよ
うな状況にない (26.4)
・個人の情報を外部機関と共有することに抵抗がある (5.7)
• その他 (6.7)
表2 学校から警察への報告又は協議（連絡等）の対象となる事案（単位：％）
協議会 協定書等(3)
犯罪行為又は不良行為を行った児童生徒 88.8 94.0 
非行集団に加入している又は非行集団から勧誘されている児童生徒 76.4 91.0 
いじめ，虎待を受けている児童生徒 75.l 88.0 
自殺又は自傷行為の可能性がある児童生徒 67.9 84.6 
犯罪被害に遭うおそれのある児童生徒 75.3 91.7 
長期にわたり連絡の取れない又は居所不明の児童生徒 65.8 77.3 
その他 30.8 33.7 
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協議会(I)への加入状況，学校警察連絡制度(2)の活用状況も 9割前後であるが，情報共有する児童生
徒をみると，問題行動等に関わりのある特定の児童生徒に限られていることがわかる。非行防止のた
めの連携状況の確認であるため致し方ない部分もあると思われるが，対象事案となっていない生徒の
健全育成に関して，どのような連携がとられ，実践が展開されているのかまでは明らかになっていな
い。学校と警察の連携に関して，生起している問題行動等への対応だけではなく，それを未然に防ぐ
ための方策が重要であることは，従前から示されてきた。例えば．文部省「青少年非行防止に関する
学校と警察との連絡について」 (1963)では．「学校と警察との連絡の強化については，地域の実情に即
して，学校と警察署との協議により，具体的な方途を講ずる必要があるが，この場合，個々の非行事
例について警察との連絡を密にする方法を講ずるほか，たとえば．学校警察連絡協議会，補導連絡会
等の青少年の非行防止に関する組織を設け，これらの組織を通じて非行防止に関する情報の交換，非
行防止計画の策定等につき警察と協同して行なうことが望ましいと考えられること」とあるように，
非行防止計画の策定について言及されている。警察庁からも．「少年非行防止における警察と学校の連
絡強化について」 (1963)が出され，同様の内容が示されている。
さらに具体的な動きとして，文部省「児童生徒の健全育成に向けた学校等と警察との連携の強化に
ついて」 (1997)の中で，「学校と警察との連携を強化するには，警察署ごとに，又は市町村その他の区
域ごとに設立されている学校警察連絡協議会や補導連絡会等の組織を通じ，学校等と警察が非行防止
に関する情報を積極的に交換し，協同して取り組むべき具体的措置についての協議を行い，これを計
画的に実施していくことが望ましいと考えられること。このため，各都道府県の実情に即し，学警連
等の充実と活性化に配慮すること。」とされた。そして，具体的措置の例として，「・薬物乱用防止教
室の開催その他児童生徒の規範意識の啓発に係る措置・警察が行う不良行為少年等の継続補導と学校
の行う生徒指導との連携・警察と教育関係団体等が協同して行う街頭活動・児童生徒の安全確保や被
害を受けた児童生徒の保護を図るための措置」が挙げられた。警察庁からも同様の内容の「少年の
健全な育成に向けた学校及び教育委員会との連携の強化について」 (1997)が示された。この1963年・
1997年の文書は文部省と警察庁の両者から．ほぼ同じ内容で発出されており，学校と警察の連携に関
して見解を一つにしていることが明らかである。そして，その後具体的な動きに結実していこうと
していることがわかる。
警察庁「学校と警察との連携の強化による非行防止対策の推進について」 (2002)では，「街頭補導
活動は．不良行為少年，非行少年又は被害少年を発見する契機となるとともに，少年が被害に遭う犯
罪の端緒把握の機会ともなるものであり，その意味で極めて重要な活動である。また，警察が，学校
関係者を始めとする関係機関・団体や少年警察ボランティアとの合同で行うことのできる活動である
ことからも，今後より積極的に取り組んでいくべき活動であるが．ともすると形式的に流れること
にもなりかねない。そこで，共同での街頭募金活動の実施に当たっては，適宜，主体・時機・方法等
を見直し，より効果的なものにすることが必要である。」とされた。さらに，文部科学省・警察庁「非
行防止教室等プログラム事例集」 (2005)では，非行防止教室等の意義と効果について，「学校にとって
は，関係機関や地域の団体等と連携することにより，指導の改善につながる」「警察等関係機関にとっ
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ても，非行防止教室等は，少年警察活動の一環として．少年の非行防止・犯罪被害防止を図る重要な
施策であり．少年の規範意識向上のほか，保護者等への情報発信活動としての効果も期待できる。（中
略）非行防止教室等に講師として派遣される警察職員等にとっても．実際の学校現場で児童生徒に接
することは．実際の少年の状況を理解する上で役立つものと思われる。」と示された。
これらを概観すると，薬物乱用防止教室や非行防止教室，街頭補導，街頭募金活動などのすべての
児童生徒を対象とした日常的な関わりの中で，学校と警察の連携を推進しようとしていることがうか
がえる。文部科学省(4)は，薬物乱用防止に関する指導を行った学校で，ティーム・ティーチングまたは
指導に協力した人を調査したところ．「警察職員」を挙げている割合が．小学校12.9%,中学校24.0%,
高等学校30.7%で，学校段階の進行に伴って増加していることを明らかにした。
文部科学省(5)は．連携を「日々の連携」と「緊急時の連携」の2つの視点を意識することが重要で
あるとして，「日々の連携としては，児童生徒の健全育成を推進したり，ネットワークの構築を図っ
たり，生徒指導体制の充実を肉ったりする目的で行われるものが考えられる」こと．また，「児童生
徒の健全育成を推進するために行われるものとしては，児童生徒を対象に，自己指導能力や危険回避
能力を身に付けさせることなどを目的に行う，交通安全教室，防犯教室．薬物乱用防止教室や非行防
止教室などのほか，インターネットや携帯電話の適切な使用に関する情報モラル教育などがある」こ
とを示した。そして，学校が関係機関等と連携して授業や研修会等を行う際には，「目的を明確にし．
連携先の担当者と学校側が事前の打ち合わせを十分に行い，連携先と教師との役割分担を事前に確認
するなどして，すべてを関係機関に委ねてしまうことがないよう留意する必要がある」とした。
表3 日々の連携と緊急時の連携
区分 目的 具体例
規範意識の醸成
自尊感情の醸成 交通安全教室．防犯教室．薬物乱用防止
健全育成の推進 自己指導能力の育成 教室（喫煙防止，飲酒防止を含む）．非
危険回避能力の育成 行防止教室，情報モラル教育，健全育成
問題行動等の未然防止 に関する講演会など
日々の連携 家庭教育の支援
情報交換 情報交換会．連絡協議会．問題行動対応
ネットワークの構築 連絡体制の整備（役割分担の確 マニュアルの作成，関係機関等一覧表の
認．連絡先・担当者等の確認） 作成など
生徒指導体制の充実 教員の指導力の向上
関係機関等の職員を招いての研修会．
ケース会議事例検討会など
問題行動等発生時の 暴力行為等への対応
警察児童相談所等へ
対応 児童虐待の防止
の連絡・相談，児童虐待
の通告・相談など
緊急時の連携
関係機関等との連携に
サポートチーム
指導困難な状況への 計画的，専門的な指導
対応 保護者支援
よる深刻な問題への対
応など
（出典）文部科学省 国立教育政策研究所生徒指導研究センター
「学校と関係機関等との連携一学校を支える日々 の連携ー 」（生徒指導資料第4集），東洋館出版社,2011, 6頁
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学校と警察の連携に関して，この「日々の連携」をいかに促進していくことができるのか，本稿で
はそこに焦点を当てる。なお，具体的な検証をするにあたり，青森県の実践事例に着目して考察を進
めることとする。青森県は，警察庁「学校と警察との連携の強化による非行防止対策の推進について」
(2002)の中で，事例として，「青森県における少年非行防止「JUMPチーム」による街頭補導活動等
の実施～学校関係者・生徒と警察との連携による街頭補導の実施～」が紹介されている。また，文部
科学省・警察庁「非行防止教室等プログラム事例集」 (2005)では，「警察の委嘱による中学生ボラン
ティアの取組成果を活用する取組」（中学校）として，十和田市立東中学校のJUMPチームの活動事例
が紹介されている。これらの実績を勘案すると，学校と警察の「日々の連携」がある程度進んでいる
ことが推察され，そこでの先駆的な取り組みから得られる知見は有益であると思われる。
n. 青森県におけるJUMPチーム
1. JUMPチームについて(6)
青森県における学校と警察の連携を考える上で重要な役割を担っているものがJUMPチームである。
(1)警察と連携した活動を開始するに至った経緯
1998年の全国的な少年非行情勢は， 1951年の第1のピー ク， 1964年の第2のピー ク， 1983年の第3
のピークに続く戦後第4のピークにあり，青森県もli:J様であった。
少年非行が増加した要因は様々であると考えられる。その中でも，麦島ら (7)が，悪化した環境が放
置されていると考える中学生は非行の容認度が高いことを明らかにしているように，環境から受ける
影響は看過できないものであり，環境が中学生・高校生の規範意識に与える影響は大きいのではない
かと思われる。
そこで，青森県において，警察は，規範意識を醸成するためには，児童生徒自らが非行問題につい
て考え，良いこと・悪いことを判断し，その意識を学校全体に広めることが効果的であると考えた。
そして，警察が主導する形で，青森県内の中学校・高等学校に協力依頼を行い， 1999年にJUMPチー
ムを結成するに至った。青森県の青少年の現状を鑑みた上で，奉仕に関して，「むりやり一斉に奉仕活
動させるのではなく，青少年が現代の民主社会における市民としての役割や意義について理解を育て
られるよう，学校と地域が連携して，ボランティア活動の準備や支援をしていくことのほうが効果的
である」ことを示した論考(8)からも，学校と警察が連携することは有意義であり，適切な動きであっ
たといえる。
その後 2011年には，従来の中学校・高等学校におけるJUMPチームを小学校にも拡充する形で，
リトルJUMPチームの結成を呼びかけた。その背景としては， 2009年・ 2010年と触法少年の補導人員
が増加し，低年齢少年の非行防止対策を強化する必要があったことが挙げられる。主体性・社会性・
勤勉性の欠乏に関して，「小さい頃から社会とかかわる体験，主体的な責任を負う体験を，多様な生活
場面で繰り返し行うことにより，少しずつ身に付いていくことである。そのためには，青少年の試行
錯誤に，手出しをせず，少し離れて見守りながら支援をする，大人の側の心の余裕や寛容さが必要で
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ある。」とした知見(9)や青森県の中学生・高校生対象の質問紙調査から，「喫煙予防教育は，喫煙習慣
の確立していない若い世代すなわち高校生よりも中学生，中学生よりも小学生とより低年齢層からの
徹底教育が効果を上げるものと考える」といった見解(10)があるように，小学校へ活動を拡げようとす
る動きもきわめて妥当なものであったと思われる。
(2) JUMPの意味
JUMPチームの「JUMP」は， 21世紀を担う青森県の少年がさらに飛躍する，つまり大きく「ジャン
プ」して欲しいという願いと，「少年非行防止」（少年拉venile 非行Misconduct 防止~revention) の
英語の頭文字をとって命名されたもので，中学生・高校生が構成メンバーである（下線は筆者が付記）。
(3)活動目的
JUMPチームは，少年非行の悪化の一つの要因となっていると思われる少年自身の規範意識の低下
を防ぐために，少年非行防止総合対策の一環として，中学生・高校生が自ら非行防止活動に取り組む
ことを通じて，規範意識の向上を図ることを目的としている。また，活動に取り組んでいる当事者本
人だけではなく，中学生・高校生が相互に非行防止について呼びかけ合い，その活動を通じて学校の
仲間，さらには地域住民も一緒になって，県内全体に非行防止の輪を広げることを企図している。
(4)活動内容
学校内外において，様々な活動に取り組んでいる。以下に，具体的な活動内容の例を示す。
① あいさつ運動
基本的には各学校内での活動となるが，小学校・中学校・高等学校で合同のあいさつ運動を展開す
るケースもあり，連携の強化，活動の活性化に努めている。
② 非行防止集会
万引き，自転車盗，占有離脱物横領の防止を呼び掛けている。
③ 自転車盗難防止のための「鍵かけ，ツーロック運動」
少年警察ボランティアと合同で，各学校の駐輪場等において，自転車盗難防止の広報啓発とワイヤー
錠を配布するなどしている。
④ 非行防止街頭キャンペーン
祭会場や繁華街等において，少年警察ボランティア等のボランティアや関係団体と連携して，チラ
シを配布するなどの広報啓発活動を行っている。
⑤ 環境美化活動
公園のベンチや遊具に対する火遊び，器物損壊，生徒による学校校舎の窓損壊，学校施設に対する
器物損壊地域における落書き等を防止するため，少年警察ボランティアと連携した巡回や校内での
呼びかけ活動を行っている。
⑥ 連携活動（出前活動）
中学校や高等学校のJUMPチーム員が，小学校を訪問して非行防止の絵本を読み聞かせるなど，連
携強化に資する活動を行っている。
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⑦ 交流・情報交換活動
JUMPスキル・アップ・カンファレンスやJUMP研修会へ参加している。
【JUMPスキル・アップ・カンファレンス】
中学校・高等学校のJUMPチーム員に対し，少年警察ボランティア，青森県少年サポートボランティ
ア (picot: ピコット）との交流を通じて，少年非行の実態等についての知識を深めるとともに，自ら
の規範意識向上及び非行防止活動の一層の推進を図るための検討会であり， 2006年度から開催（県内
を6ブロックに分けて，毎年3ブロックずつ開催）している。大人のボランティアが参加する理由は，
世代間交流により地域社会との絆の強化を図ること，中学生・高校生を厳しくも温かい目で見守る社
会気運を醸成することを目的とするためである。
内容に関しては，中学生・高校生を取り巻く情勢に応じてテーマを決定している。また，進め方は，
中学生・高校生とボランティアを組み合わせたグループで．テーマについて意見交換をする形が基本
となっている。その結果を踏まえて，中学生・高校生が自分たちが守るべきルール・マナーを策定・
発表する。そのルール・マナーを各学校に持ち帰り，広報・啓発するとともに， JUMPチームが中心
となって実践し，地域社会全体に非行防止の輪を広げることを目指している。
表4 スキル・アップ・カンファレンス (2017年度は情報モラルフォーラム）の概略
S・・暉予～： 地区
文・ 場所
'-,'/': - --こ—～―--" - 参加校・人数
・.・.・ ,• .. 、.・.. こ••. • •.• ～・→～．テ.． . ・．．ーマ
7月24日（金） 青森プロック ねぶたの家ワ・ラッセ 23校 ・83名 「STOPネットトラプル」～
2015年度 7月29日（水） 五所川原ブロック 立侯武多の館 21校・ 77名 インターネットを安全・快
7月30日（木） むつプロック 下北文化会館 14校・ 68名 適に使用するために～
7月25日（月） 弘前プロック 青森県武道館 11校.84名
2016年度 7月26日（火） 八戸ブロック 八戸市公会堂 28校 ・114名 ネット未来創造プロジェクト
7月27日（水） 十和田ブロック 十和田市総合体育セン 15校 ・81名ター
7月258 (火） 五所川原プロック 五所川原市民学習情報 19校・ 59名センター
2017年度
7月26日（水） 青森ブロック ねぶたの家ワ・ラッセ 20校・ 79名 めざせ！情報モラルマスター
7月27日（木） むつブロック むつ来さまい館 12校.42名
【」UMP研修会】
中学校・高等学校のJUMPチーム員子ども会役員少年警察ボランティア等が一堂に会し，活動
事例の発表等を通じて世代間交流を図り，少年非行や規範意識に対する問題意識を共有し．地域・学
校における少年非行防止活動の活性化を図るとともに，各分野の非行防止リーダーを育成することを
目的としている。年度によって名称に若干の変更があるが.2000年から毎年開催している。
日時
2011年1月78 (土）
※少年非行防止リーダ
ー合同研修会
2012年1月10日（土）
※少年非行防止リーダ
ー合同研修会
2013年1月9日（土）
※心のルール・パワー
アップフォーラム
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表5 JUMP研修会の概略
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場所 主な内容
【活動事例発表】
・・・・・・・・------― 
非行防止活動を通じて～校内での取組みと学区小学校との連携（青森市
立甲田中学校JUMPチー ム）. --. ----. --. -. ------------. -・---. --. -.-------. - -—---
フィルタリングで子ども達を守ろう！ 子ども会との連携活動（黒石地
区少年警察ボランティア連絡会）
青森公立大学 -----・-------・・・・・-・- -------------------------. ―---
第二中JUMPチームの非行防止活動（八戸市立第二中学校JUMPチー ム）
-----------------------------------------------------------------------
地域ふれあい活動 “灯籠製作のつどい～ねぶた灯籠に復興の願いを乗せ
て”（弘前地区少年警察ボランティア連絡会）
【特別講演】
---.. -. ・-・........ -・... -. -. ・-.--.... -. ----............ -..... --. -... -. -... -. 
テーマ：規範意識の醸成に向けて
【活動事例発表】
--------------・-----------------・・-・------------・-ー●●●ー―---------------------・
新城中学校JUMPチーム活動発表～“革命＂の年～（青森市立新城中学校
JUMPチー ム）
・・-・--・--------・・・----- -----・-・・・・・・・・- • ・--・-・・・・・・・・--------・. - --
小中野中JUMPチームJUMP活動（八戸市立小中野中学校JUMPチー ム）
----- -------囀・・-蝙...一--- -- ---------------------- ---------------
地域ふれあい事業“万引き防止こけし灯籠づくり”～万引きゼロを願って
～（黒石地区少年警察ボランティア連絡会）... --・・ ・・・・- - ----. 一—- -. -. -. -----. -. -―--・------
青森公立大学 自転車盗被害抑止活動～校内自転車ツーロック率UP大作戦！！（弘前エ
業高等学校JUMPチー ム）
-----------. -------------- -. 
本校JUMPチームの非行防止活動（田名部高等学校大畑校舎JUMPチー ム）
--------------・・・-------------------------------・・-・・・-・-----------・------------
三戸高等学校JUMPチーム活動報告-JUMPINGチームさば～（三戸高等
学校JUMPチー ム）
【パネルデイスカッション】
. . . ・・・・--・-・・-. . -・・-・---・・・・・・・・・・-・-・・・・・-・-・・. . ---・.. . .. . -
テーマ：東北ワースト 1位からの脱却～私たちにできることとは？～
【活動事例発表】
- --・・・・・・・・・- ----・・・・-・・・・ 響•一······------------··-····-···········-------··-·········--·-·---------··-·······
むつ市大畑地区中高JUMPチーム活動報告（県立田名部高等学校大畑校
舎JUMPチー ム）
-----響...・・・・・-・・・・・・・・・・・・・・... ・・・-・・・・・・・-・・・・・・・・・・-・・・・-・-・・-・・・・--・-----・ 
万引き防止活動について～小・中学校連携の活動から地域への広がり～
（弘前市立第五中学校JUMPチー ム）
------・ 
「マナーを守って買い物をしよう CM」づくりを通して（八戸市立白銀南
中学校JUMPチー ム）
--・・-・----・・・・・ ・・・・・・・-・--・・・・・・・・・・-・---・-・・・ ・・・・・・-・-・・・ 
ひこうぽうしエプロン教室～子ども達の万引き防止を願って～（十和田
青森公立大学 地区少年警察ボランティア連絡会・青森県青少年サポートボランティア
picot十和田）
.... ・・・・・・・・・・・・・・・--. -・-・・-. ·······-●●●●●●●一••<+••·············----·--·-··················-·-·-·............
地域ふれあい事業～三沢地区JUMPチームによる防災林植栽支援～（三
沢地区少年警察ポランティア連絡会）. 
継承～非行ゼロ・いじめ撲滅（青森市立筒井中学校JUMPチー ム）
---------・・・・. 
SAY NO!!-自分を守るために～（三沢市立第二中学校JUMPチー ム）
【フォーラムデイスカッション】
------・・・・・--------・・-・・・・・・-・---・・・--------・・-------・--・------・ 
テーマ：ルールを守ろうとする心を育てるには
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場所
【活動事例発表】
------------------------------------------
小・中連携で広げよう非行防止の輪（弘前市立第五中学校JUMPチー ム）
--------------------------
先輩からの伝統を引き継いで（県立三戸高等学校JUMPチー ム）
--------------------------------------------------・-・・-・-・・------------・ 
非行防止合同クリーン活動～地域の一員としての役割を果たす～（県立
2014年11月8日（土） 大湊高等学校JUMPチーム，むつ市立大平中学校区PTA,むつ地区少年
※心のルール・パワー 青森公立大学 警察ボランティア連絡会）--------------------------------
ァップフォーラム 進化・躍進プロジェクト～小・中連携の活動を通した，地域の信頼回復～（青
森市立浪岡中学校JUMPチー ム）
-----------------------
JUMP59 (青森市立新城中学校JUMPチー ム）
【フォーラムデイスカッション】
------------------------------------------------------------
テーマ：ネット利用 安全• 安心，被害ゼロを目指して
【活動事例発表】
-------------------------------------------------------
いじめをノックアウト（八戸市立中沢中学校JUMPチー ム）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-・-・・・・・・・・-・・・--・--・-・・・・・・・----・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-・-・・・--・・---・・・・-・・・・-・・・ 
2015年 11月7日（土）
南中学校区から広げる万引きストップ活動（弘前市立南中学校JUMPチー ム）
・・・・-・-・---・・・-・・・--・-・---・-・-------------------・・・-・・-------------------
※規範意識JUMP研修 青森公立大学
絵付けリンゴに込めた僕らの願い～非行防止＆特殊詐欺防止活動～（県
立五所川原農林高等学校JUMPチー ム）＾ 云 -----------------------------------------------------------------------------JUMPチームとともに地域で連携（青森地区少年警察ボランティア連絡）
【デイスカッション】
・・-・・・・------------------------------------------
テーマ：なくそういじめ 私たちにできること
【活動事例発表】
-----
いじめをノックアウト（八戸市立中沢中学校JUMPチー ム）
・・・・・・ 
2016年 11月5日（土）
南中学校区から広げる万引きストップ活動（弘前市立南中学校JUMPチー ム）
----------------------------------- ------------------------
※規範意識JUMP研修 青森公立大学
絵付けリンゴに込めた僕らの願い～非行防止＆特殊詐欺防止活動～（県
立五所川原農林嵩等学校JUMPチー ム）
ム云 ------------------------------ ------------------一----------------------------------
JUMPチームとともに地域で連携（青森地区少年警察ボランティア連絡会）
［デイスカッション】
------------------------------------- --------------------------
テーマ：なくそういじめ 私たちにできること
⑧ 非行防止広報啓発活動
各地区で．地域の特色を生かした活動を実施している。
【弘前地区】万引き防止メッセージポップの作成（青森県警察本部少年課「JUMPだより」 No.47(平
成27年秋号））
【青森地区】青森ねぶた祭におけるJUMPねぶた運行（同上）
【黒石地区】万引き防止こけし灯籠づくり（同上）
(5)結成状況
小学校の結成率をみると， 2011年は2割を切っていたが，翌年は7割になり.3年目からはほぽ100%
で推移している。児童の登録率も結成率の上昇に伴って向上し．現在では6%を超える状態になって
いる。中学校では. 1999年は4割程度の結成率であったが．その後はほぼ100%で推移している。生
徒の登録率も増加傾向にあり．小学生と同様，約6%で推移している。高等学校では. 1999年の結成
率が5割を超えており．翌年からほぽ100%となっている。生徒登録率も増加傾向にあり．約3%で推
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移しているが，小学生・中学生の登録率と比較するとやや低調である。結成率という点でみると，高
等学校・中学校・小学校の順で定着していったことがわかるが，登録率はそれに比べて決して高くは
ない状況であるといえる。
表6 JUMPチームヘの登録状況
小学校 中学校 高等学校
年度 登録 登録 結成率 児童 登録 登録 結成率 生徒 登録 登録 結成率 生徒学校数 児童数 （％） 登録率 学校数 生徒数 （％） 登録率 学校数 生徒数 （％） 登録率（校） （人） （％） （校） （人） (%) （校） （人） (%) 
1999 79 539 41.1 1.0 51 338 56.0 0.6 
2000 175 13.16 91.1 2.5 90 704 98.9 1.3 
2001 178 1327 92.2 2.6 91 810 100.0 1.5 
2002 178 1857 94.1 3.8 91 1009 100.0 1.9 
2003 181 2150 96.7 4.6 88 1196 100.0 2.4 
2004 180 2199 96.7 4.8 89 1157 100.0 2.4 
2005 175 2176 98.3 4.8 88 1149 98.9 2.5 
2006 175 2176 100.0 4.9 88 1148 100.0 2.6 
2007 178 2813 100.0 6.4 87 1192 100.0 2.8 
2008 174 2692 99.4 6.2 87 1221 100.0 2.9 
2009 172 2587 99.4 6.1 87 1177 100.0 2.8 
2010 172 2556 100.0 6.2 85 1261 100.0 3.0 
2011 57 811 17.1 1.1 171 2437 100.0 6.0 84 1258 100.0 3.1 
2012 226 3246 70.0 4.7 170 2540 100.0 6.5 84 1270 100.0 3.2 
2013 303 3986 95.9 5.9 169 2506 100.0 6.5 80 1118 100.0 2.9 
2014 307 3984 99.0 6.1 168 2457 100.0 6.6 80 1144 100.0 3.0 
2015 302 4079 100.0 6.5 165 2242 100.0 6.1 78 1194 100.0 3.1 
2016 293 3918 100.0 6.5 165 2347 100.0 6.6 78 1190 100.0 3.2 
2017 289 3895 100.0 6.6 161 2139 100.0 6.3 76 1145 100.0 3.2 
(6)警察の見解・支援
警察は， JUMPチームの活動について，次のようなメッセージを送っている。
「JUMPチーム」は，中学生高校生が主体となって活動しておりますが，この少年達の活動を支
えるのは，県民の方々の支援です。少年達が活動するためには， PTAや地域の方々の皆さんをはじ
め，各団体・企業の皆さんまで広く県民の方々の理解と協力が不可欠です。
そのため，警察としましても，「JUMPチーム」の活動を定着させ，非行防止の輪が県内全域に広が
ることを願って，必要な情報の提供や県民の皆さんへ「JUMPチーム」についての広報活動を展開し
ています。」
広報活動の具体的な動きとしては，広報誌「JUMPだより」の発行（概ね年4回（四半期ごと）の
頻度）がある。
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皿青森県の青少年教育施策等におけるJUMPチームの位置づけ
ここまでJUMPチームについて概観してきたが， JUMPチームの定着・浸透は．青森県の青少年教
育施策等にも反映されており．青森県政にとってJUMPチームは重要な位置づけにあるといっても過
言ではない。まず．青森県「わくわくあおもり子育てプラン」（青森県次枇代育成支援行動計画 前期
計画（平成17年度～平成21年度）， 2005)及び青森県「わくわくあおもり子育てプラン」（青森県次世
代育成支援行動計画 後期計画（平成22年度～平成26年度）， 2010)をみると，少年非行や不登校な
どに対する対策の充実について．少年非行等に対する関係機関とのネットワークづくりの推進が示さ
れ，その中で「少年非行防止JUMPチームによる非行防止に関する広報啓発活動のサポート等少年非
行の防止と健全育成を推進します」とされている。また．青森県警察本部「犯罪に強い青森県の実現
に向けた行動計画2010~安全•安心が実感できる治安の回復～」（改訂版. 2012)では，子どもを犯罪
被害から守り．少年の非行を防止するための対策に関して，少年犯罪への対応と非行を防止するため
の取組みに，「少年非行防止JUMPチーム及び少年非行防止リトルJUMPチームの育成強化」を挙げ
ている。そして，「小・中・高校生の規範意識の高揚を図るため.JUMPチーム及びリトルJUMPチー
ムに対する情報発信，研修会の開催等を推進して.JUMPチーム及びリトルJUMPチームの育成強化
を図ります」としている。
さらに，青森県「青森県犯罪のない安全・安心まちづくり推進計画」第3次（平成25年度～平成27
年度）及び第4次（平成 28 年度～平成 30年度）では．犯罪のない安全•安心まちづくりに向けた地
域づくりに関して．児童等の安全確保に関する取組の推進を掲げている。そのための具体的施策内容
に，地域安全マップの作成促進．防犯教室の促進，「少年非行防止JUMPチーム」及び「少年非行防
止リトルJUMPチーム」の活動促進合同サポートチーム「STEPS」の活動促進この4つが示され
た。
それから．青森県が隔年で発行している「青森の青少年」をみても.JUMPチームの存在意義が徐々
に大きくなっていることが推察できる。 JUMPチームが結成される前の「青森の青少年 平成9年度
版」 (1998)では当然， JUMPチームヘの言及はまったくみられなかった。それが.JUMPチーム結
成直後から，言及されるようになっている。「青森の青少年 平成11年度版」 (2000)では，少年非行
防止活動の推進に関して．「中学生，高校生の規範意識の高揚を図ることを目的に県内全警察署におい
て．中・高校生による少年非行防止JUMPチームを結成し，薬物乱用防止街頭キャンペーンや各種行
事会合等における少年非行防止の広報啓発活動を推進している」とされ．初めてJUMPチームに関
する記述が出てきた。 JUMPチームの結成が周知されているこの内容は，「青森の青少年 平成21年
度版」 (2010)まで継続して掲載されている。
「青森の青少年 平成15年度版」 (2004)からは少年の社会参加活動及びスポーツ活動の推進に関
して．「少年が地域の人々や少年相互の触れ合いを通して，社会の一員としての自覚を育むため，各地
区の少年警察ボランティアが主催して非行防止街頭キャンペーン活動やあいさつ運動．環境美化活動．
高等学校と警察の連携に関する基礎的研究 203 
施設奉仕活動等に，少年非行防止JUMPチーム員や中学生，高校生も積極的に参加し，少年の社会参
加活動を推進している」とされた。周知の段階を経て，活動が具体的・積極的に展開されていること
がわかるこの記述は，「青森の青少年 平成21年度版」 (2010)まで掲載されている。「青森の青少年
平成23年度版」 (2012)では，少年の規範意識の醸成活動を推進について，少年非行防止JUMPチー
ムの活動強化，低年齢少年対策の推進．この2つの視点で示されている。前者については，「中学生，
高校生の規範意識の高揚を図ることを目的に県内全中学校・高等学校に少年非行防止JUMPチームを
結成し， JUMPチームに必要な情報発信，研修会の開催等によるスキルアップとその活動の強化を推
進している」，後者については．「小学生の規範意識の高揚を図るため．学校・教育委員会との連携を
強化し，小学校におけるリトルJUMPチーム結成に向けた取組を推進している」とされた。この後者
に関して．「青森の青少年 平成25年度版」 (2014)では．「小学校における少年非行防止リトルJUMP
チームによる挨拶運動等各種活動」となっており，その進捗状況がわかる。 JUMPチームが，規範意
識の向上の役割を担い，さらなる活動強化に向けて進んでいることがわかるこの記述は，「青森の青少
年平成27年度版」 (ll)(2016)まで記載されてる。
N. JUMPチームが定着・拡大した背景
このようにJUMPチームは．青少年の健全育成を推進する上で重要な位置を担うようになったわけ
であるが.JUMPチームができるまでの諸施策の動向を概観すると首肯できる。青森県におけるボラ
ンティア活動，特に，高校生のボランティア活動の活性化に力を入れてきた影響が背景にあるのでは
ないかと推察できるのである。
(1)高校生ポランティア活動促進事業
青少年社会参加促進事業計画において，次の趣旨が示された。
「高校生の自立心や地域連帯感を強め，豊かな心をもった高校生を育成し，活力ある社会を築くこと
は極めて重要な今日的課題である。このため．青少年健全育成及び生涯教育の観点から高校生の人格
形成を助けるとともに，高校生の創意とエネルギーを受け入れ．将来にわたって活力ある県土を築い
ていくために高校生のボランティア活動を促進し．地域社会の一員としての自覚と関心を深め，豊か
な心をもった高校生を育成することを目的に，青少年社会参加促進事業を実施する。」
この青少年社会参加促進事業は「高校生ボランティア活動促進事業」として1983年度から開始さ
れた。「高校生ポランティア活動促進事業要綱」では，「高校生がボランティア活動を通して様々な地
域活動へ参加して．地域社会の一員としての自覚と関心を深めるため．その活動の中心となる高校生
リーダーの養成と実践活動をするための場の確保と開発を図る」とされている。具体的には，県内全
高等学校を対象に毎年10数校， 1校について3年間「ボランティア実践協力校」の指定を行った。事
業内容としては， (1)高校生ボランティア活動推進委員会の設置， (2)地区高校生ボランティア活動
指導者会議の開催. (3)高校生ボランティア・リーダー養成講座の開催.(4)高校生によるポランティ
ア実践活動の促進. (5)高校生ボランティアの集いの開催. (6)高校生ボランティア活動事例集の発
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行などがあった。
それに関連して，「県内の高校生約200名を対象に「高校生ボランティア・リーダー養成講座」を実
施し，その修了者が中心となって各校で計画をたて，多彩なボランティア活動を実践したあと，再び
代表生徒約300名が一堂に会し，活動発表と反省を行う「高校生ボランティアの集い」を開催」と報
告されている (12)0 
「高校生ボランティア活動促進事業」と並行して， 1985年度からは「高校生ボランティア・バンク
事業」が始まり， 1986年度には，「高校生ボランティア活動促進事業」に「高校生ボランティア・バ
ンク事業」を併合して，「高校生ボランティア参加促進事業」と改称された。なお， 1991年度で県内
全高等学校の指定が終了し，事業も終了した。
各年度の『高校生ボランティア活動促進事業実践事例集 未来に羽ばたけ』で活動内容を確認した
ところ， 1986年度に1校で2回，警察と高校生 (JRC部，家庭クラブ員，ボランティア登録者）で交
通安全指導と危険防止キャンペーンに取り組んでおり，現在のJUMPチームの活動と類似していたが，
該当するものはこの1件のみであった。
(2)高校生地域貢献推進事業
2009・2010年度には，高校生地域貢献推進事業が実施された。青森県教育委員会によると (13)・「高
校生の地域と連携した主体的な活動を支援することにより，地域貢献と地域活性化を進め，郷土に対
する愛着と誇りを持ち，本県に貢献する人材を育成する」ことを企図しているとしている。そして，
「本事業では，初年度推進校7校が，それぞれ設定した地域活性化や観光等のテーマについて，現地
調査や研究活動等を実施しました。 2年目は，初年度の取組を踏まえ，具体的な実践活動を行い，本
年2月には，青森市で「高校生地域貢献サミット」を開催して， 2年間にわたる活動の成果を発表する
とともに，高校生による地域貢献のあり方についてパネルデイスカッションを行いました。」と報告さ
れている。
JUMPチームの活動が定着し，軌道に乗っていると思われる時期ではあるが，それと同時並行で事
業が実施されている。 JUMPチームの活動とは異なるアプローチであり，高校生の活動に広がりと深
みを持たせようとしていることが推察される。
(3)高校生スキルアッププログラム
高校生ボランティア活動促進事業と高校生地域貢献推進事業は青森県教育委員会が主催していたの
に対して，高校生スキルアッププログラム (2010年度開始）は青森県総合社会教育センターが主催し
て，今日まで続いている。
「高校生スキルアッププログラム実施要項」では，「学校外における学習への積極的な取組とレポー
ト作成によって，高校生の知識や経験の幅を広げるとともに，社会の変化に柔軟に対応し退しく生き
るための様々なスキルの向上を図ること」がH的とされている。学校外学習の内容としては，大学の
公開講座や市町村民講座等の講座や講演会等，ボランティアやインターンシップ等の体験活動，イン
ターネット ・DVD・ビデオ等映像教材等の視聴， 自由課題研究が示されている。
このように高校生のボランティア活動等に関して，県全体で支援する土壌があったからこそ， JUMP
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チームの活動が根付いていったのではないかと考えられる。
(4) 高校生のポランティア活動に関する調査結果の蓄積
これだけの実践を展開できたのは，確固たる根拠を有していたからである。青森県では高校生のボ
ランティア活動に関して様々な調査が行われており，そこで得られた知見が実践として具現化してい
ると捉えることができる。ここでは，設問「高校生のボランティア活動を活発にするために，何が必
要だと思いますか」（複数回答）に対する回答状況を確認する (14)。
表7 高校生のポランティア活動を活発にするために必要なこと（複数回答）（単位：％）
~ 高校生調査 教員調査 保護者小学校 中学校 高等学校 調査1985年 1992年 1994年 1995年
小さいころからボランティア活動になじませる 19.3 35.1 41.8 37.4 37.0 36.1 
活動について保護者の理解を深める 3.7 4.6 3.2 4.9 1.8 10.7 
活動について先生の理解を深める 2.0 2.7 3.0 1.7 12 2.7 
活動について高校生の理解を深める 19.3 36.8 9.7 8.9 10.5 30.9 
他校の生徒と交流できるようにする 30.6 27.9 
活動に関する学習の機会（養成講座等）を多くする 16.7 27.0 1.5 12.1 12.9 30.9 
活動のための費用や用具を援助する 12.5 13.4 2.8 0.9 3.6 10.9 
活動に関する情報や資料を提供する 22.1 412 9.7 10.3 8.4 26.6 
活動に関する社会的評価を高める 31.3 7.5 1.2 12.3 15.5 
学校の職員組織にポランティア担当者を位置づける 0.5 3.7 2.4 9.6 
「小さいころからボランティア活動になじませる」に関して，教員調査・保護者調査では最上位に，
2回の高校生調査においても上位であった。また，「活動に関する学習の機会（養成講座等）を多くす
る」については，教員調査と保護者調査で， 2番目に多かった。高校生調査では，「他校の生徒と交流
できるようにする」「活動に関する情報や資料を提供する」が比較的多かった。いずれの調査もJUMP
チームが始まる前に実施されたものであるが，小さいころからボランティア活動に取り組むことが高
校生の活動が活発になるという思いを高校生・教員・保護者が共有しており， JUMPチームに対する
理解が得られやすい土壌があったことがわかる。また，学習機会の充実や他校の生徒との交流など會
ボランティア活動を活発にするために必要と思われることが現在のJUMPチームの活動に盛り込ま
れている。
こうしたJUMPチームの活動の推進の一助になる三者の意識の下，その中身も，それぞれの意向に
合致した内容としていることが， JUMPチームの定着・拡大につながったのではないかと考えられる。
V. JUMPチームの活動による効果
それでは，このJUMPチームの活動がどのような効果となって表れているのか確認する。
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1. 高等学校における調査結果からの考察
【調査対象校の概略）
青森市内にある全日制普通科高等学校で.2016年度の卒業生の進路は．四年制大学への進学が約
66%, 短期大学・専門学校等への進学が約10%,就職が約7%であった。 JUMPチームの活動に関して
は．校務分掌の生徒指導部の中に特別活動指導があり．その中の生徒会活動（執行委員会）に「JUMP
活動」が位置づけられている。
調査A:高校生対象質問紙調査
2016年9月から10月に，高校生711名に対して，質問紙調査を実施した。 684名から回答を得て，
すべての質問項目に漏れなく回答している 645名分の回答を分析対象とした。回答者の内訳は，表
8の通りである。
表8
14.4 
18.9 
3.3 
合計
46.7 
53.3 
100.0 
主な質問内容は，自己認識に関する内容24項目 (15), 規範意識に関する内容29項目 (16), これまでに
取り組んだ活動，警察に対するイメージ， JUMPチームの認知度・活動状況などである。
調査B:高校生対象聞き取り調査
2016年8月31日に生徒会執行委員の生徒7名に対して，半構造化インタビューを実施した。内
訳は．高校1年生女子2名 (A,B)合同で約20分間，高校2年生男子1名 (C)・女子1名 (D)
の2人合同で約30分間，高校1年生男子3名 (E;F. G)合同で約30分間である。主な聞き取り
内容は．小学生時代・中学生時代のJUMPチームの活動経験，高校でJUMPチームの活動をして
みての感想．現在のJUMPチームの活動についてなどである。なお．以下．本文中の口述記録の
下線は筆者が付記したものである。
調査c:教貝対象聞き取り調査
2016年7月288に教員2名（生徒指導部の教諭1名 (A先生）と講師1名 (B先生））に対して．
合同で約1時間の半構造化インタビューを実施した。主な聞き取り内容は， JUMPチームの具体
的な活動内容，高校生がJUMPチームで活動する意義．教員から見た高校生のJUMPチームの認
識警察との円滑な連携のために求められること.JUMPチームの課題と今後の展望などである。
なお．以下．本文中の口述記録の下線は筆者が付記したものである。
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設問「「JUMPチーム」の活動を知っていますか」に対して，全体では，約7割の生徒が「はい」と
回答した。男女別にみると，「はい」の回答が，女子の方が男子より多かった (x2(1)=14.95,p<.001)。
学年による有意な差はみられなかった。
表9 「JUMPチー ム」の活動の認知（単位：％）
全体 I 男子 1 女子 1 1年生 I 2年生 I 3年生
70.2 
29.8 
62.8 
37.2 
76.7 
23.3 
72.3 
27.7 
71.0 
29.0 
67.4 
32.6 
設問「「JUMPチーム」の活動をしたことがありますか」に対する「はい」の回答を見てみる。小学
生の時は，約1割であった。男女差は認められなかったが，学年進行に伴い数値が減少していた Cx2
(2) =21.67, p<.001)。中学生の時は， 2割強であった。男女差・学年差はなかった。高校生では，「現在
活動している」と「過去に活動していたが，今は活動していない」を合わせて7%であった。男女差・
学年差に顕著な差は認められなかった。なお，表6で確認したように， 2016年度の高校生の登録率が
3.2%であることを勘案すると，比較的JUMPチームの活動経験のある生徒が在籍している学校である
といえる。
表10 「JUMPチー ム」の活動経験（単位：％）
全体 男子 女子 1年生・ 2年生 3年生
はい 9.8 10.3 9.3 16.8 8.6 3.7 
小学生時
いいえ 89.7 83.2 96.3 90.2 90.7 91.4 
中学生時
はい 23.4 21.9 24.7 24.1 23.8 22.3 
いいえ 76.6 78.1 75.3 75.9 76.2 77.7 
現在活動している 2.2 3.0 1.5 3.2 2.4 0.9 
高校生時 過去に活動していたが．今は活動していない 4.8 5.6 4.1 3.6 3.3 7.4 
活動したことはない 93.0 91.4 94.5 932 94.3 91.6 
これらの結果から， 7割の生徒は「JUMPチーム」の存在を知っていること．特に女子の認知度が
高いことがわかった。実際に活動体験に関しては．小学生約1割．中学生2割強高校生1割未満で，
中学生の時の体験が比較的多いことが示された。また，小学生時の体験については， 1年生で多かっ
たことも特徴的である。
JUMPチームヘの登録状況（表6参照）で確認したように， 2016年度現在の結成率は，小学校・中
学校・高等学校とも 100%である。また，調査対象者が中学生の時も 100%である。しかし，高校1年
生が小学校6年生であった時 (2012年）の結成率が70%であったのに対して．高校2年生の同時期
(2011年）は17%. 高校3年生の同時期 (2010年）には．小学校にはまだできていなかった。体験状
況の差異の背景には．こうした要因があるのかもしれない。
また．従前から地域に根差した活動が展開されていた影響があるのか．あるいは，自分の学校に
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JUMPチームがあるということを認知していても自分の取り組んでいる活動がJUMPチームの活動
であるのか否か，明確に捉えているわけではない面があるものと思われる。
A (1年生女子） 私は中学校時代も生徒会に入ってて， JUMPチームだったんです。 JUMPチーム
としての活動は，中体連の時の呼びかけとかをしてました。生徒会としての活動とJUMPチーム
としての活動の区別がわからないというか。あとは近くの青森の小中学生の代表が集まって交流
をしようっていうのがあったんで，それに参加したりもしました。
B先生 小学校の時からそうやって， JUMPチームっていう言葉自体はきっと耳にはずっと入って
いるものだと思うんですね。小中から，高校まで。自分でJUMPチームの活動をしてたって認識
があるかどうかは， どうなんでしょうね。
(2) JUMPチームの活動経験の効果
それでは， JUMPチームの活動経験とこれまでに取り組んだことがある活動，自己認識規範意識
がどのような関係にあるのかをみてみる。 JUMPチームの活動経験について，小学生・中学生・高校
生のいずれかの時に活動したことがある生徒181名（以下「断続群」），小学生・中学生・高校生と継
続して活動している生徒8名（以下「継続群」），まったく活動したことがない生徒456名（以下「な
し群」）に分けて比較検討を行った。
① これまでに取り組んだことがある活動
これまでに取り組んだことがある活動についてみると，「継続群」は，「万引き防止啓発活動」(x2
(2) = 101.54, p<.001), 「自転車盗難防止活動」 (x只2)=71.08, p<.001), 「非行防止キャンペーン」 (x2(2) 
=90.42, P<.001), 「いじめ撲滅キャンペーン」(x2(2) =22.44, p<.001)で最も多かった。「断続群」は，
「薬物乱用防止キャンペーン」(x2(2) =24.49, p<.001), 「あいさつ運動」(x2(2) =31.18, p<.001), 「環境美
化活動」(x2(2) =7.78, p<.05)で多かった。
すべての活動において，「継続群」あるいは「断続群」の方が取り組んだことがある割合が多かっ
た。ただ，「なし群」についても，「あいさつ運動」と「環境美化活動」については，比較的取り組ま
れていることがわかった。なお，「環境美化活動」に関しては，非行抑止効果があることが実証されて
いること (17), 環境浄化だけではなく非行防止につながるという知見があること(18)から，後述する青
森県全体の刑法犯少年の減少の一助となっているものと思われる。
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表1 これまでに取り組んだことがある活動（単位：％）
断続群 継続群 なし群
1. 万引き防止啓発活動 43.6 62.5 9.9 
2. 自転車盗難防止活動 16.6 62.5 2.9 
3. 非行防止キャンペーン 42.0 50.0 9.9 
4. 薬物乱用防止キャンペーン 26.5 25.0 11.0 
5. いじめ撲滅キャンペーン 19.9 37.5 8.1 
6. あいさつ運動 86.7 75.0 64.5 
7. 環境美化活動 44.2 37.5 32.5 
自分自身がJUMPチームの活動として取り組んでいなくても．身近で活発に挨拶運動などが行われ
ていることを体感しており．活動に対する親和性が高いものと思われる。また,JUMPチームの活動で
あるか否かを意識しないで活動する場合も想定される。そのため．特にこの「あいさつ運動」と「環
境美化活動」への取り組み状況が高くなっているのではないかと考えられる。
D (2年生女子） 私は中学校の時も，小学校の時もやったことがなくて，他の人たちがやってるの
を客観的に見てる感じだけでしたね。
(JUMPチームっていう言葉は聞いたことは？）
聞いたことがあって，校内でも，活動，挨拶運動とかはしてるのは見たことはありますけども，
自分自身で中学校・小学校時代に活動したことはないです。
F (1年生男子） 中学校でやったことはなかったんですけど，周りで挨拶運動やってる人はたくさ
んいたんで，あいさつちゃんと返したりしたりとかも。
G (1年生男子） 僕も経験はないんですけど，周りが中学校の時代は生徒会，小学校の時代は委員
含で，挨拶運動していました。しているのを見ていて，やっぱりあいさつが，大切なんだなと思
いました。
A先生 4月のクリーン作戦と挨拶運動は，大事な活動ということで，生徒指導部の教員から部の
顧問に提案し，「こういう活動しますので，賛同してくださる部活動は声掛けしてください」とい
うことで活動を一緒にやっています。（中略）運動部も文化部も両方ありますね。文化部は吹奏楽
とか，自然科学部とか， JRC部とか，今年は総勢360名でした。挨拶運動も日替わりの当番制で
行なっていますが，入れ代わり，延べ人数だと結構多いんですよね。 2・3年生が全校生徒を対象
に挨拶の励行を呼びかけています。
② 自己認識
自己認識に関して，設問「普段のあなたにどの程度あてはまりますか」で，「まったくあてはまらな
い」 1点「あまりあてはまらない」 2点「どちらともいえない」 3点，「ややあてはまる」 4点，「と
てもあてはまる」 5点として平均点・標準偏差を算出した (5点満点）。なお，一元配置分散分析を行
い，有意差が認められた項目について， Tukey法による多重比較をした結果，項目 (2)で「断続群」
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く「なし群」．項目 (8)で「断続群」＜「なし群」．「継続群」＜「なし群」，項目 (24)で「断続群」
く「継続群」，「断続群」＜「なし群」）であった。
「継続群」に着目すると，「(3)人のためになることを積極的にすることができている」「(6)進んで
人の役に立つことをすることができている」「(12)周囲の人々のために自主的に行動することができ
ている」「(24)周りの人を無闇に疑ったりは決してしない」などで得点が高く，他者のために献身的
に行動しようとする利他意識が高いことがわかる。また，「(10)欠点も含めて自分のことが好きだ」
「(19) 自分自身に納得している」「(22) 自分で自分自身を認めることができている」などでも得点が
高く，等身大の自分を受け入れようとする自己受容感が高いことも示された。他方，「(8)自分が今い
るグループや集団の人たちを信頼することができている」「(9)自分から進んで人の輪の中に入ること
ができている」「(13) 自分が今いるグループや集団の一員であることを実感している」などで，記述
統計による直接的な比較では，「断続群」・「なし群」より得点が低く，所属集団に対する親和性や一体
感・信頼感が低調であることがわかった。
この結果から，「継続群」は，自己受容を基盤として他者のために行動しようとする自己充実感につ
ながる側面の意識が高い一方で，集団の中において自己存在感を感得することはあまりできていない
ものと推察される。内向的意識が高く，外向的意識が低いと解釈できるのかもしれない。
JUMPチームの活動が自分自身に与える影響について，生徒がどのように捉えているのかをみてみ
ると，自己成長に関わる側面を意識していることがわかる。
B (1年生女子） こうやって人に言うから，自分はそれよりももっとしなきゃいけないなとはすご
く思います。いじめとかも呼びかける側にいるので，絶対しないようにしないとみたいな，それ
ではあります。
A (1年生女子） 私， JUMPチームって中学校の頃からやってたんですけど，生徒会入って本当に
人間が変わったんですよ。もっとクズな人間だったんで，言っちゃえば。本当にそういう人の上
に立つっていう仕事を通して自分が成長できたなってのはすごく感じますし， B(1年生女子）が
さっき言ったようにいろんな活動を通して，何だろうこう，当たり前のレベルが上がったっていう
か，もっといいことしなきゃ当たり前じゃないよってなって，自分がより高まってればいいなっ
て思います。
その一方で， JUMPチームの今後について，学校内外の交流の必要性を提示している。これは，内向
的意識に対して低調な外向的意識を補完・強化しようとしている一端であるのではないかと思われる。
A (1年生女子） JUMPチームとしての活動なのかわかんないですけど，他の学校の生徒会と交流
をしてみたいです。それぞれの学校のリーダーじゃないですか。それぞれの学校をどのようにし
てるかとか，その学校の特色とか，生徒会として何をしてるかとかを知りたいってのはすごくあ
ります。
表12 自己意識（左：平均値，右：標準偏差）
断続群 継続群 なし群 F値 多重比較
(1)積極的に周りの人と関わりをもつことができている 3.66 (1.06) 3.75 (1.17) 3.73 (1.09) 0.32 
(2)全体的に他人を信じることができている 3.35 (1.14) 3.63 (1.60) 3.63 (1.08) 5.31" 断続群くなし群
(3)人のためになることを稽極的にすることができている 3.66 (0.88) 4.00 (0.76) 3.62 (0.94) 0.64 
(4)今自分がいるグループや集団に自主的に加わっている 3.76 (1.06) 3.75 (1.58) 3.85 (1.06) 0.51 
(5)今の自分に満足している 3.01 (1.13) 3.00 (1.60) 3.11 (1.18) 0.27 
(6)進んで人の役に立つことをすることができている 3.45 (0.97) 4.13 (0.99) 3.43 (0.99) 2.02 
(7)今の自分を大切にしている 3.63 (1.05) 3.88 (1.13) 3.71 (1.05) 0.60 
(8)自分が今いるグループや集団の人たちを信頻することができている 3.81 (1.07) 3.13 (1.89) 4.06 (1.04) 5.57" 断続群くなし群，継続群くなし群
(9) 自分から進んで人の輪の中に入ることができている 3.55 (1.12) 3.13 (1.46) 3.62 (1.16) 1.07 
(10)欠点も含めて自分のことが好きだ 2.87 (1.23) 3.50 (1.31) 3.04 (1.19) 2.68 
(11) 自分から進んで人と1言頼関係をつくることができている 3.51 (1.11) 3.75 (1.49) 3.62 (1.07) 1.35 
(12)周囲の人々のために自主的に行動することができている 3.48 (1.00) 4.00 (0.93) 3.58 (1.02) 1.82 
(13) 自分が今いるグループや集団の一員であることを実感している 3.71 (1.05) 3.25 (1.67) 3.88 (1.05) 2.95 
(14)頼りにできる人がいる 4.14 (1.00) 3.88 (1.55) 4.24 (1.03) 1.15 
(15) 自分には何かしら誇れるものがある 3.45 (1.23) 3.63 (1.77) 3.62 (1.19) 1.41 
(16)困っている人に対して積極的に手助けすることができている 3.76 (1.00) 3.88 (0.84) 3.84 (0.96) 1.13 
(17) 自分が集団や社会のメンバーであるという自覚がある 3.73 (1.03) 4.00 (1.07) 3.85 (1.03) 0.87 
(18)誰に対しても思いやりをもって接することができている 3.73 (0.94) 3.75 (0.89) 3.87 (0.98) 1.33 
(19) 自分自身に納得している 3.08 (1.15) 3.63 (1.30) 3.29 (1.13) 2.55 
(20)他人のためでも自ら進んで力を尽くすことができている 3.67 (0.93) 3.88 (1.13) 3.69 (1.02) 0.32 
(21)他人は自分をだましたりはしないと感じることができている 3.20 (1.20) 3.25 (1.67) 3.36 (1.16) 2.07 
(22) 自分で自分自身を認めることができている 3.27 (1.15) 3.63 (1.41) 3.41 (1.11) 1.66 
(23)周囲の人との活動に積極的に参加している 3.57 (1.06) 3.63 (1.51) 3.62 (1.07) 0.17 
(24)周りの人を無闇に疑ったりは決してしない 3.50 (1.11) 4.50 (0.76) 3.65 (1.12) 5.48" 断続群く継続群，断続群くなし群
???????
?
????????????
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B (1年生女子） そう，活動とかしてるので， 3年生とかと 1年生は関わる機会とか全然ないので，
JUMPチームとかで関わってみたいなとかはあります。こういうのを一緒にやりたいんで。
C (2年生男子） 中学校とか小学校と違って高校だと距離があるので，少し難しいかなとは思うん
ですけど。リーダー研修会っていうので他の高校と話し合ってとか，他の高校ではこんな活動し
ているんだとか，そういうのがあって。でも僕たちだけだとできないことというのも結構あって。
なのでそういうことを一緒にできたらいいなと思います。
E (1年生男子） 生徒会もついて部活単位で何か，そういう小学生と連携した活動をしたり，夏休
みとかの長期の休みの時に，新町があるんですけど，そういう所に出向いて，地域の方ではない
他の地域の人たちにもあいさつとかできれば， もっと良くなっていくのかなと思います。 JUMP
チームで，他の学校のJUMPチームと，もっと関わって，他の学校ではどうなの？ とか聞いた
りして，そういう反省点を踏まえて，高校でもいろいろ活動していけたらいいなと思ってます。
③ 規範意識
規範迂識について．設問「人々の次のようなふるまいを目にしたとき，あなたはどの程度「迷惑だ」
と感じますか」で．「まったく感じない」 1点．「あまり感じない」 2点．「どちらともいえない」 3点，
「やや感じる」 4点，「非常に感じる」 5点として平均点・標準偏差を算出した (5点満点）。なお，一元
配置分散分析を行い，有意差が認められた項目について， Tukey法による多重比較をした結果， 3群
間に有慈差が認められる項目はなかった。
「継続群」に着目すると，「(12)交通量の多い場所で，並列して自転車に乗っていること」「(13)人
通りの激しい場所で，グループが横になって歩くこと」などで得点が高く，交通マナーに関する意識が
高いことがわかる。また．「(27)授業中に，授業と関係のないことを友達としゃべること」でも得点
が高く．私語に対する意識の高さもうかがえる。その一方で，「(1)空き缶をポイ捨てすること」「(3)
公衆トイレに落書きをすること」「(19)バイキング形式の食事で，食べきれないほどの料理をとって
きて残すこと」「(20)一度手にした商品を元の場所に戻さないこと」「(22)夜中に近所へ聞こえる
ほどの大きな音で音楽を聴くこと」などで，記述統計による直接的な比較では，「断続群」・「なし群」
より得点が低く，相手が特定されないような身近で生起し得る事柄に関するマナーに関しては，意識
がそれほど高くないことがわかった。
この結果から．「継続群」は，交通マナー違反などの実害を伴うことに関しては意識が高く，公衆マ
ナーに反していても直接的な実害が発生しないと思われることについては，意識が低調であるのでは
ないかと考えられる。
ここまで自己認識と規範意識について概観してきた中で，「断続群」と「なし群」の得点が同程度で
あるケースが多かった。 JUMPチームに対する認識でも確認したように生徒は，その活動がJUMP
チームの活動であるか否かは意識していない。ただ，取り組んでいる活動内容は同ーである。同じ活
動内容であれば，そこから受ける影響も大きく異なることはないものと思われる。しかし，そこに継
統性が加昧されると，捉え方が変わってくるということなのかもしれない。生徒自身は， JUMPチー
表13 規範意識（左：平均値，右：標準偏差）
断続群 継続群 なし群 F値多重比較
(1)空き缶をポイ捨てすること 4.24 (1.01) 4.00 (1.41) 4.41 (0.83) 2.32 
(2) ごみを分別せずに捨てること 3.82 (1.04) 3.75 (1.39) 4.02 (0.94) 2.52 
(3)公衆トイレに落魯きをすること 4.30 (1.06) 4.00 (1.41) 4.41 (0.91) 1.36 
(4)散歩させている犬のフンを始末しないこと 4.69 (0.65) 4.50 (0.76) 4.72 (0.62) 0.45 
(5)路上にかんだガムを捨てること 4.62 (0.70) 4.50 (0.76) 4.65 (0.71) 0.16 
(6)駅や学校付近で，指定された区域以外に自転車等を龍くこと 3.69 (l.ll) 3.50 (1.51) 3.68 (1.07) 0.13 
(7)電車やバスの中で，グループの人同士が大きな声でおしゃべりをすること 4.43 (0.86) 4.38 (1.06) 4.45 (0.85) 0.06 
(8)電車やバスなどで，混んでいるのに席をつめないこと 4.44 (0.92) 4.38 (1.19) 4.51 (0.81) 0.31 
(9)電車やバスの中で携帯電話をかけること 4.09 (1.08) 3.88 (1.36) 4.06 (1.13) 0.22 
(10)電車やバスに乗るために．並んで待っている人たちの横から割り込もうとすること 4.77 (0.57) 4.75 (0.71) 4.80 (0.54) 0.16 
(11) 自転車に乗りながら，あるいは歩きながら携帝電話をかけること 3.57 (1.20) 3.50 (1.31) 3.73 (1.12) 1.17 
(12)交通盤の多い場所で，並列して自転車に乗っていること 4.21 (1.04) 4.50 (0.76) 4.26 (0.92) 0.73 
(13)人通りの激しい場所で，グループが横になって歩くこと 4.48 (0.84) 4.75 (0.71) 4.53 (0.76) 0.73 
(14)夜，無灯火のままで自転車にのること 3.96 (1.08) 3.63 (1.51) 4.00 (1.10) 0.45 
(15)他人の自転車を倒してそのままにすること 4.47 (0.88) 4.50 (0.93) 4.59 (0.74) 1.37 
(16) コンピニの前にたむろして，話をしていること 3.93 (1.17) 3.75 (1.28) 3.95 (1.10) 0.12 
(17)火事や交通事故の現場を見に行くこと 3.30 (1.29) 3.63 (1.30) 3.39 (1.21) 0.82 
(18)混雑しているレストランで，荷物だけを先に悟いて席取りすること 3.71 (1.26) 3.63 (1.60) 3.73 (1.20) 0.06 
(19)バイキング形式の食事で，食べきれないほどの料理をとってきて残すこと 4.03 (1.01) 3.63 (1.06) 4.06 (1.08) 0.69 
(20)一度手にした商品を元の場所に戻さないこと 4.12 (1.11) 3.63 (1.30) 4.10 (1.00) 0.87 
(21)病院．映画館． レストランなどで大きな声をだしたり笑ったりすること 4.56 (0.73) 4.63 (0.74) 4.56 (0.76) 0.04 
(22)夜中に近所へ聞こえるほどの大きな音で音楽を聴くこと 4.38 (0.95) 4.00 (1.51) 4.49 (0.83) 2.24 
(23)間違い電話をかけてもあやまらずに切ってしまうこと 3.84 (1.20) 3.38 (1.51) 4.01 (1.14) 2.86 
(24)買う気がないのに、本歴で立ち読みをすること 2.98 (1.21) 3.25 (1.39) 2.97 (1.27) 0.21 
(25)友達に「お金を貸して」と頼むこと 3.38 (1.25) 3.13 (1.36) 3.53 (1.24) 0.79 
(26)授業や講演会などで，携帯電話のスイッチを切らなかったり．マナーモードにしないこと 3.99 (1.14) 4.00 (1.41) 4.03 (1.15) 0.04 
(27)授業中に．授業と関係のないことを友達としゃべること 3.38 (1.22) 3.88 (1.13) 3.63 (1.13) 2.57 
(28)授業や講演会が始まっていても，音を立てて入ってくること 4.09 (1.06) 4.38 (0.92) 4.13 (1.03) 0.28 
(29)図書館で声の大きさを気にしないでしゃべること 4.50 (0.78) 4.50 (0.76) 4.56 (0.76) 0.30 
自由度はいずれも (2,642)
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ムの活動であることを意識することも重要であるが．それよりも，活動そのものを拡大することの方
に重きを置いているようである。
C (2年生男子） 実は去年なんかはJUMPチームにみんな入ってるってこと知らなくて，冬ぐら
いに実はみんな入ってるんだよっていうことを先生に言われて，そんな感じで始まりまして。当
然それまでほとんど活動していなかったわけで。そんな感じなので今年も 1年生はいつ知ったの
かと思って。多分知らなかったんじゃないかなと長いこと思うんですね。なのでちゃんとJUMP
チームってあるものなんだと，みんな入ってるんだとこの集団は。まず自分たちで知っておかな
ければならないなと思います。あと今生徒会しかやっていませんが，本当だったら生徒会執行部
以外の生徒も有志でも何でもJUMPチームに入って活動できれば，ここの集団だけじゃなくなっ
て閉鎖的な感じはなくなるんじゃないかと思います。
D (2年生女子） 校内でさっき言ったように生徒会の人も知らなかったし，生徒会しか今は活動し
ていないので，多分今年からだっけ，規律委員会ってできたの。去年までなかったよね。多分そ
うだったんですよ。規律委員会っていう名前になったのが今年からで。多分規律委員会も今ちゃ
んとした活動してないと思うんですよ。私も思うんですけど。多分そんなにしてないと思うから，
一緒に活動できたらいいなって思います。規律委員会とも連携をしていって， JUMPチームの例
えば非行防止のミニ講話を一緒にやるだとか，あいさつ運動も一緒にやるとか。一緒にやってい
けば学校の中でもJUMPチームっていう認知度が上がるんではないかなと思います。
④ 警察に対するイメージ
警察に対するイメージについて，「親切な (1点）～不親切な (5点）」「頼もしい (1点）～頼りない
(5点）」「優しい (1点）～厳しい (5点）」「陽気な (1点）～陰気な (5点）」「親しみやすい (1点）～親
しみにくい (5点）」の5項目で平均点・標準偏差を算出した (5点満点）。なお，一元配置分散分析を
行い，有意差が認められた項目について， Tukey法による多重比較をした結果， 3群間に有意差が認
められる項目はなかった。
警察との関わりから考えると，「継続群」「断続群」の方が交流する頻度が高く， JUMPチームとし
ての働きかけ方に関して．様々な助言を受けていると思われる。その中で，活動を充実させるために，
場合によっては苦言を呈されることもあるのかもしれない。その一方で，挨拶運動や交通安全指導な
どの一時的・受身的な関わりであれば，否定的な印象は残らないのではないかと考えられる。ただ，
JUMPチームの活動を通して様々な場面を共有することで，印象は大きく好転する可能性がある。生
徒の声からもその一端を推察できる。
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表14 警察に対するイメージ（左：平均値，右：標準偏差）
断続群 継続群 なし群 F値 多重比較
親切な (1)~不親切な (5) 2.46 (1.05) 2.63 (1.19) 2.33 (1.04) 1.28 
頼もしい (1)-頼りない (5) 2.45 (1.19) 2.63 (1.19) 2.37 (1.16) 0.44 
優しい (1)~厳しい (5) 2.79 (1.19) 3.13 (1.36) 2.59 (1.16) 2.50 
陽気な (1)~陰気な (5) 3.01 (0.93) 3.13 (0.84) 2.89 (0.94) 1.21 
親しみやすい (1)-親しみにくい (5) 3.45 (1.18) 3.13 (0.99) 325 (1.14) 2.02 
自由度はいずれも (2,642)
A (1年生女子） 警察って，公務員っていう，なんかお堅いみたいなところあったので，こんなに
気さくに話せる方いらっしゃるんだなあって思いました。
B (1年生女子） ミニ講話のときの人たちとお話とかして，こう何ていうの，気楽にお話しできる
のがすごいびっくりしました。
D (2年生女子） イメージとしてはすごく堅苦しいイメージで。やっぱりすごく真面目で堅苦しく
て，ちょっと関わりづらいなみたいなイメージがあったんですけれども，基本皆さん親切でそう
いうふうに親切にしないとやっぱりこう，ああ非行とかってしちゃいけないんだみたいな。やっ
ぱり堅苦しいと，何なんだよこいつらみたいな感じで思って，やっぱりやめない人とかも多分い
ると思うんですけど，ああやって親切な方がたくさんいるから，心が自分自身もきっと落ち着い
て，ああ非行はしちゃいけないんだなって思ってくれるので。そういうところは多分私の中では
見方はちょっと変わりました。
E (1年生男子） ちょっと前までは，堅い感じで，ちょっと怖そうっていうイメージがあったんで
すけど，なんか，現状とか聞きに行った時に，すごい，優しく説明してくれて，柔らかい感じの
イメージに変わりました。
F (1年生男子） 警察，優しいし， しっかりと，サポートもしっかりしてくれてすごいなと，あと，
他にすごいなと思ったことは，講話終わった後花火大会で，会ったんですよ。その時に， しっか
り，顔覚えててくれて，「おおっ」て，ちゃんと顔覚えててくれたんだって，すごいなと思いまし
た。優しいんだなって，すごい優しいいい感じのイメージに。
G (1年生男子） イメージは，やっぱり，警察なので，堅苦しいような怖い，少し怖いイメージが
あったんですけど，一緒にこの，ミニ講話を成功させるために活動していく中で，その警察の人
の人柄とか，優しさがわかったなと思います。
「青少年全体を対象として，警察に対する態度をより好意的なものにしようとする施策をとるより
も．むしろ犯罪被害を通報してきた青少年や，法執行や補導活動の対象になった青少年に対して，警
察がきめ細かな対応をすることがより効果的であるように思われる」とする知見(19)があるが．これは
一部あるいは特定の生徒を対象として想定しているもので，すべての生徒を対象にする意識が欠如し
ていると思われる。それを補完する意味で,JUMPチームというすべての生徒が関わることが可能な
実践を通して．警察に対する高校生の意識がどのように変容するのか．その検証が待たれるところで
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あり，今後の研究課題でもあるといえよう。
2. 既存の統計データからの考察
(1)青森県警察本部少年課のデータ
刑法犯少年及び万引き，自転車盗の検挙・補導人員の推移をみると，減少傾向にあることがわかる。
2003年をピークに年々減少しており， 2015年は現在の統計方式となった 1948年以降最少を記録
した。このことから， JUMPチームの活動の定着に伴って，検挙・補導人員が減少していると解釈で
きそうである。ただ，両者の因果関係等は明らかではないため，参考データとして押さえておくに留
めたい。
表15 刑法犯少年及び万引き，自転車盗の検挙・補導人員の推移（単位：人）〗：土：I塔訃壊罪窟予愕翌愕苔卵菩愕苔愕司唱訃噂訃翌罪芸l噂刊習合1:号『写r室戸芸
（出所）青森県警察本部少年課資料
また，青森県における刑法犯少年等の検挙・補導人員は減少傾向にあるが，刑法犯少年の学職別検
挙・補導人員をみると，中学生・高校生の減少幅と比較して，小学生は減少幅が小さく，微増微減を
繰り返している。ただ，児童生徒比でみると，ここ数年は，小学生は0.1%前後，中学生・高校生が
0.3%前後で推移しており， JUMPチームが結成された頃と比較すると減少していることは明らかであ
る。非行の低年齢化と規範意識の低下が懸念される中でこうした結果になっていることは成果の一つ
といっても過言ではないと思われる。
表16 刑法犯少年の学職別検挙・補導人員及び児童生徒比の推移
年 1俣81999 2000 2001 鴎 22003 2004 2005 細 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 
185 116 170 96 76 135 124 86 106 81 75 97 92 84 70 53 32 47 44 
小学生
(0.19) (0.12) (0.19) (0.1) (0.09) (0.15) (0.14) (0.10) (0.13) (0.10) (0.09) (0.13) (0.12) (0.12) (0.10) (0.08) (0.05) (0.07) (0.07) 
1047 773 697 711 688 811 694 560 643 612 501 491 536 412 281 218 198 120 llO 
中学生
(1.83) (1.39) (1.32) (1.40) (1.42) (1.75) (1.52) (125) (1.4) (1.39) (1.16) (1.15) (1.30) (1.02) (0.71) (0.57) (0.53) (0.3) (0.31) 
696 598 498 789 803 732 605 485 426 374 407 328 338 302 279 170 124 lll 75 
高校生
(1.18) (1.08) (0.90) (1.47) (1.54) (1.47) (126) (1.05) (0.96) (0.87) (0.96) (0.78) (0.81) (0.74) (0.70) (0.4) (0.32) (029) (020) 
（出所）上段（人数）：青森県警察本部少年課資料，下段(%):筆者が各年度学校基本調査のデータから算出
(2)教育委員会等の調査結果（経年比較） (20) 
「ボランティア活動したことがない」割合をみると， 1985年調査74.0%, 1992年調査73.5%で， 7割
を超えていたものが， 2012年調壺26.3%, 2014年調査34.5%となっており， 30ポイント以上減少して
いる。また，それに関連して，「ボランティア活動に参加しない理由」の割合では，大きく，「情報不
足」「仲間不在」「興味不足」に区分できる。「情報不足」は， JUMPチーム活動前の約25~45%から，
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20%前後に減じている。「典味不足」も同様に減少傾向にある。「仲間不足」については明確な変化は
読み取れない。総じて，情報不足の解消や無関心層の減少が要因となって，ボランティア活動未経験
者の割合が減少しているのではないかと推察される。前述した「ボランティア活動を活発にするため
に必要なこと」に対応した取り組みが，このような結果に結びついているものと思われる。
表17 「ポランティア活動に参加しない理由」の割合（単位：％）
1985年 1992年 2012年 2014年
どんな活動があるかわからないから 262 
いつ，どこで活動が行われているかわからないから 362 
情報不足
ボランティア活動に関する情報がなかったから 45.1 
活動の情報（チラシや情報誌など）がない 22.7 14.2 
仲間がいないから 5.9 
仲間不在 いっしょに活動する仲間がいなかったから 13.1 
誘ってくれる仲間がいない 6.5 5.6 
それほど興味のあるものでもないから 33.0 
興味不足 それほど興味がなかったから 51.9 
興味•関心がない 27.8 18.4 
VI. おわりに
1. 合同サポートチームの存在意義
JUMPチームの活動主体である高校生に焦点を当てて，活動効果などを考察してきたが，その高校生
を支える教育委員会職員と警察職貝の連携が確立され，その連携・活動が充実していることにも注視
したい。具体的には，少年非行について専門的な知識や経験を持つスタッフによる，青森県教育庁職
貝と青森県警察職員の合同チームである合同サポートチーム (STEPS)の存在が看過できない (2004
年4月7日施行）。 STEPSは，「SupportTeam of Educators and Police for Students」の略称で「生徒
のための教育者と警察によるサポートチーム」という意味である。教育委員会の考え方としては，教
育委員会と警察本部が少年非行に関して専門的な知識や豊富な経験を有するスタッフによる合同サ
ポートチームを結成し，学校・団体等の要望に応じて同チームメンバー数名を学校・団体等に派遣す
ることで，教員と警察職員との合同チームという特色を生かして，少年非行防止，犯罪被害防止等の
取組等を支援することを目的としている。 JUMPチームにおいては生徒が警察と一緒に活動している
のに対して， STEPSでは教員等教育関係者が警察職員と連携して活動に取り組んでいる。 STEPSの
活動を通して，教員の警察職員に対する印象や関わりが柔軟になり，それがJUMPチームの活動へも
影響を与えているのではないかと思われる。
また，これに関連して，青森県の人事交流（任期2年間）で， 1997年度から教員（中学校籍・高等
学校籍中心）が被害少年対策官として，警察で活動していることも看過できない。学校の実情に詳
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しい教員が，警察側から被害少年対策官として学校との連携を支援・推進することで，より効果的な
活動が可能になる。 JUMPチームの活動と直接関わるところでは．「JUMPスキル・アップ・カンファ
レンス」のファシリテーターを被害少年対策官が担っていることが挙げられる。学校側も，ある意味
で“同僚＂が警察側から支援することに生徒と同等か，それ以上に安心感・信頼感を抱くことになる
のかもしれない。この安心感・信頼感は，連携を考える上で重要であり，連携の要となり得る被害少
年対策官の存在はきわめて大きいのではないかと考えられる。
2. JUMPチームの今後の方向性・可能性
高校生のJUMPチームの活動への参加について，肯定的な考えの生徒は1割に満たない実態である
（男女に有慈差あり：x2 (2) =14.14, p<.01, 学年に有意差なし）。 JUMPチームの活動が定着している状
況下で，こうした実態であることは由々しき問題であるといっても過言ではないかもしれない。この
問題を解決するするためにどのような方策が考えられるのか検討を試みてみる。
表18 高校在学中に「JUMPチーム」の活動をやってみたいか （単位：％）
＇ 全体 1 男+ I 女子 I 1年生 12年生 I3年生
はい
どちらともいえない
いいえ :; I : 五I: I :>: I 五;I 五さ
(1)活動目的の明確化
JUMPチームの活動として様々な活動が展開されているが，改めてその活動の目的を明確にする必
要がある。 JUMPチームの認知度が高まり，安定した活動ができている段階であるからこそ，これま
での“勢い＂で取り組むところから，立ち止まって，その目的を再考することが求められる。籠的拡
大を図る段階から，質的深化を図る段階にきていると考えられる。
挨拶運動について，次のような生徒の見解がある。
A (1年生女子） 合同挨拶運動。私，あの，個人的なんですけど，挨拶運動批判派なんですよ。い
や，あいさつってのは，ただすればいいってもんじゃないかなって思ってて，挨拶運動はなんか
もう言葉の，あいさつの暴力みたいなって思ってる人間なんですよ。だからただ，「おはようござ
います」って言われてもこわいじゃないですか。
B (1年生女子） 集団だとさらにね。
A (1年生女子） 最初，これはする意味あるのかって思いながらやってたんですけど，やっぱりあ
いさつ返してもらうとうれしいなってのもありますし，あいさつをかわすことを日常的なものに
するんだったら，挨拶運動もありなのかなあって，やってるうちに思ってきました。
B (1年生女子） あいさつをする意義を，挨拶運動をやる上で分かってくると思うので，挨拶運動
は大事だったと思います。
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挨拶運動に対する違和感を，実践を通して得られた感覚から払拭しようとしていることがうかがえ
る。その違和感を拭い去り，自分自身で納得した上で活動に向き合えば，活動の捉え方も自ずと変わっ
てくるはずである。まさに，実践と理論を往還することが求められているのである。一瞥すると時間
を要する遠回りなことに感じられるかもしれないが，実践知・理論知の向上を図り，次のステップに
進むためには不可欠なことである。教師側も，活動内容は違うものの，生徒と同様の意識を有してい
るからこそ重要な時機にきていると思われる。
A先生 今年はちょうど，うちの教員のツーロック不備の自転車点検ができなくて，逆に生徒会の
JUMPチームのツーロックの呼び掛けが先にあって，その数日後に教員の方で，点検を実施しまし
た。今回のツーロック呼びかけはタイミングよくできたし，今は多分，警察の方からワイヤロッ
クをいただいて配ったのもあって，ほぼほとんどの生徒がツーロックしてると思います。でも，
これもまた日にちが経つにつれてツーロックするのが面倒になってきてやらない生徒も出てくる
ので，また秋になったらやるかという話が出ています。まだいつやるかの計画はしていないんで
すけれど，生徒のツーロックの呼びかけは継続して，そして， どんな目的でやってるのを生徒自
身がちゃんと把握して，達成感をもってやるような活動にしていきたいなと思ってました。
(2)活動の在り方
高等学校と警察が連携した活動を展開することは有意義なことであると思われるが，両者の関係性
が“連携”から“依存”になると問題である。今回の調査で，それを危惧させる部分があった。
E (1年生男子） 警察の方と活動して，少年の非行とかの現状がわかって，それを踏まえてのミニ
講話を通して，警察の方からみて，アドバイスだったりそういうのいただいて， しっかり悪いと
ころ，万引や非行の悪いところをまとめて小学生に伝えることができて．それをしっかり小学生
も理解してくれたので，結果的には良かったのかなと思うんですけど。講話とかは，警察の方に，
頼りきってた部分もあったので，来年はしっかり，自分たちだけでも進めれるように，現状を把
握したり，それも調べていくのが大事かなと思いました。
C (2年生男子） 警察は先ほど話ができればという話しましたけど，話し合ってとか。その紙芝居
を今回作ってくれたのも警察の方なので， どういう感じでとか，何を一番に伝えたいかとかそう
いうことをもう少し話し合ってできればいいと思います。
A先生 明日やるミニ講話に関しては，ほとんど青森警察署の方がシナリオなど発表の内容を考え
ていただきました。本当は私たちで考えたい部分も正直あったんですけど，最初なので，全部用
意してもらって。今度いろいろやるときには，こちらからの提案もできるかなと思っています。
今回は， シナリオや紙芝居も全部用意してもらって，私たちはそれに乗っかっただけっていう感
じです。正直言って本当に「自分達の活動です」とお知らせするような感じの内容ではないかも
しれないんですけど。
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小学校におけるミニ講話に関する口述である。滞りなく活動を進めることができることは確かに重
要であるが，問題はその中身である。高校生であるので，大過なく進行することができるのであるが，
高校生だからこそ，内容について言いたいこと，高校生の立場だからこそ伝えたいことなど，あって
然るべきであろう。警察から提供される素材を基盤に，本旨から極端に外れないように留意しながら，
高校生の自由な発想を交えた内容に構成できれば，高校生の自主性・主体性を尊重しながら， より効
果的な活動になるのではないかと思われる。そのためには事前学習が必要になる。教師の見解をみ
てみよう。
A先生 今回は，青森市の放課後児童会と相談して，今週2回のミニ講話を入れたんですけども，自
分たちの学校行事との兼ね合いをもうちょっと考慮して計画に入れなければいけなかったのが，私
たち教員の反省としてあります。せっかく活動に取り組むのであれば，生徒が自分たちの活動を
きちんと振り返る時間が必要だと感じています。もうちょっと全体の日程を把握した上で， どの
日程で，何をやるっていうのを決めるべきでした。今回は，年度途中に声がかかり，少し急いで
決めたので反省しています。一つ一つの活動が粗末になってしまうと，効果も半減してしまうの
で， 日程を決めるときに熟慮しなくちゃいけないっていうことですね。準備期間をちゃんととら
ないと，付け焼き刃で「やれ」って言われたからやっても，なかなか生徒自身の気持ちがちゃんと
入ってないと，伝わるのもうまくいかないでしょうし。そういうところでは今回，準備はちょっ
と万端ではないんですけど。
生徒側の意向と教師側の思いが合致していることがわかる。あとは，警察との調整である。警察を
交えた事前学習の機会を確保すること， まずはそこから始めることが現実的であると思われる。活動
目的の明確化にせよ，活動の在り方の再考にせよ,JUMPチームの活動が定着・拡大しているからこ
そ直面する課題である。見方を変えればこの課題をクリアすることによって，さらに活動が質的に
も量的にもレベルアップしたものになり次の新たな段階に進むことになると確信する。今後の動向
を継続的に注視していきたい。
注記
(1)協議会（学校警察連絡協議会又は補導連絡会等の青少年の非行防止に関して警察と連携している組織）とは，
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を行うなど，青少年の非行防止に関して協議を行う場として，警察署ごとに，又は市町村その他の区域（中
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(2)学校警察連絡制度とは，学校と警察の間で，緊密な連携を図るために，協定を締結する等により，相互に児
童生徒の個人情報を提供し，非行防止等を図ることを目的とするもののことをいう。
(3)協定書等とは，学校警察連絡制度について，学校及び警察の間で締結した文書（相互に児童生徒の個人情報
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載された連名の文書あるいは相互の文書）のことをいう。
(4)文部科学省「薬物等に対する意識等調査報告書」 2013
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